
評価の視点

業務遂行能力 １

事業者としての業務実績
※失格要件

・公募開始日から起算して過去３年以内に、国または地方
公共団体においてDXに関連するアクティブラーニング形式
の人材育成研修を受託した実績に応じて配点する。
・１件＝＊点とし、実績数に乗じた点数。　　点（５件×＊
点）を上限とする。

（失格要件）
該当する実績
を有さない。

見積額 ２

費用の積算（失格要件）
※失格要件

・上限額に対する見積額の割合により配点。 （失格要件）
見積額が委託
料の上限額の
１００％を超え
ている。

３－１

（１）業務目的を的確に捉え
提案に反映させているか

・藤沢市ＤＸ推進計画及び藤沢市スマートシティ推進基本
方針の考え方を踏まえているか。
・藤沢市人材育成基本方針の考え方を踏まえているか。
・仕様書における「業務目的及び参考とする指針等」を踏
まえているか。

３－２

（２）共通的な考え方に合致
した内容か

・仕様書上で想定している研修の考え方に合致した提案と
なっているか。
・特定の方向性に偏重し過ぎていないか。

３－３

（３）具体性のある計画と
なっているか

・研修のスケジュールは計画的かつ適切か。
・研修参加者が余裕をもって課題に取り組めるスケジュー
ルが提案されているか。
・委託期間に対して研修の回数は適切か。回数が多すぎ
たり、少なすぎたりはしていないか。
・課外での自主学習を課す場合、過大な負担にならないよ
う配慮されているか。

３－４

（４）ＤＸ推進リーダー（上級
主査～担当級職員）向けの
研修として適切な内容か

・仕様書上で想定している研修内容が実現できる提案内
容になっているか。
・研修参加者が積極的に研修に参加し、前向きに取り組み
たいと感じる研修内容が提案されているか。

３－５

（５）ＤＸ推進マネージャー
（所属長）向けの研修として
適切な内容か

・仕様書上で想定している研修内容が実現できる提案内
容になっているか。
・管理職層への教育を意識して、マインドアップ・行動変容
を促す研修内容が提案されているか。

３－６

（６）得た知識等が実務へ
活用することが期待できる
か

・参加者が、研修で得た知識を実務に生かすことを想定
し、適切な内容及びレベル感に調整されているか。

３－７

（７）研修参加者に対する
フォローアップ体制は十分
か

・研修参加者すべてが、等しく研修成果の獲得を実感でき
るように、適切なフォローアップ体制が提供される提案が
なされているか。
・ワークショップ型の研修を実施する場合、ファシリテー
ターの体制が充実しているか。

３－８

（８）委託することによる効
果性について

・研修の運営にあたり、市側の業務負担が軽減されるか。
また、職員が独自に研修を運営するよりも高い効果が得ら
れることが見込まれるか。

３－９

（９）独創性がある、有用な
提案内容が盛り込まれて
いるか

・計画や、仕様書の記述を単に転記するだけでなく、提案
には独創性が織り込まれ、実際に行うことで、市に大きな
メリットをもたらすことがイメージできるような、魅力ある提
案内容が含まれているか。
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提案内容につき、選考委員毎に下記の５段階で
評価を行う

　　・大変優れている
　　・優れている
　　・普通
　　・やや劣っている
　　・劣っている

※失格要件に位置付けられている評
価項目であり、提案時は十分注意す
ること。


